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 従来は単一電波の健康影響について追究され

てきたが、ヒトが常時複数の電波（多くは基地

局由来）にばく露されている現状を鑑み、複数

の電波のばく露の健康影響を科学的に明らかに

することが重要である。 

 そこで本研究では複数電波の生体への影響を

実験的に明らかにすることを目的としてラット

を用いた実験的研究を行った。 

研究目的 



研究方法 
                       信号                       周波数  
   ①  IMT-2000 DS-CDMA System (ARIB STD-T63)  800 MHz 帯 

   ②  IMT-2000 MC-CDMA System (ARIB STD-T64)  800 MHz 帯 

   ③  IMT-2000 DS-CDMA System                       2 GHz 帯 

   ④  IMT-2000 MC-CDMA System                2 GHz 帯 

   ⑤  無線LAN (IEEE 800.11b/g)             2.4 GHz 帯 

   ⑥  Mobile WiMAX                             2.5 GHz 帯 

   ⑦  Next Generation PHS              2.5 GHz 帯 

   ⑧  無線LAN (IEEE 800.11a)            5.2 GHz 帯 

  
ばく露対象：妊娠母ラット（SDラット）ならびに出生児 
 
ばく露条件：全身ばく露、 20時間 / 日 
    1. 全身平均SARが 0.4 W/kgを超えない高ばく露群 
    2. 全身平均SARが0.08 W/kgを超えない低ばく露群 
    3. 偽ばく露群 
 
ばく露期間：妊娠7日よりばく露し、分娩後は児動物も同時にばく露を行った。 
         離乳後、児動物に対し6週齢までばく露を行った。 
         11週齢より交配を行い、F2の4日齢まで観察を行った。 

電波の種類 







1. 一般観察：体重測定、摂餌量測定 

 

2. 児動物の発育・分化：耳介展開、背部毛生、歯牙萌出、眼瞼開裂、  

 膣開口、陰茎亀頭と包皮分離、精巣下降  

 

3. 児動物の反射・反応性：平面正向反射、背地走性、空中正向反射、痛覚反応、 

  耳介反射、聴覚反射、瞳孔反射および角膜反射   

 

4. 脳の発達および機能検査（行動機能検査）：7週齢の児動物にオープンフィールドテスト 

 

5. 脳の発達および機能検査（学習・記憶テスト）： 9週齢の児動物に水迷路検査 

 

6. 生殖能力検査：雌の性周期検査と雌雄の交配能力検査(11週齢） 

 

7. 肉眼的病理学検査：全臓器 

 

8. 器官重量測定：脳、下垂体、甲状腺、胸腺、副腎、心臓、肺、肝臓、腎臓、脾臓、  

                   卵巣、子宮、精巣、精巣上体、前立腺 

検索項目 



•平面正向反射（生後6日～）：台の上で動物を仰向けに水平面上に保定し、素早く 
                   手を離し、通常の姿勢に戻るかどうか記録した。 

 
•背地走性（生後6日～）：斜面に動物を下向きに置き、180度回転して上向きに登る 
                       姿勢を示すまでの時間を記録した。 

 
•空中正向反射（生後13日～）：着地面から30cmからの高さで、動物の背中が地面を 

  向くように空中で支え、手を素早く離し、着地まで 
  に通常の姿勢に戻るかどうか記録した。 
 

•痛覚反応（生後5日～）：ピンセットで尾の先から2,3cmの部分をつまみ、 
                                 動物の反応を記録した。 

 
•耳介反射（生後14日～）：針で耳の内側に軽く触れて耳介の反応を記録した。 

 
•聴覚反射（生後14日～）：突発的な音刺激より、聴覚反応を記録した。 

 
•瞳孔反射（生後21日～）：瞳孔に光を当てて瞳孔反応を記録した。  

 
•角膜反射（生後21日～）：針で眼角に触れ、まぶたの反応を記録した。 

反応性検査 



母動物の結果 

体重 

繁殖結果（妊娠期間、着床痕数、出産率、
出生率、分娩児数、出産生児数、死産児
数、性比、外表異常数 

屠殺後の器官重量 

 

 上記の検査結果に明らかな電波ばく露の
影響はみられなかった。 





結  論 

 複数の周波数成分を有する混合電波をラットを

用いて、妊娠･授乳期から生後6週齢に至るまで全

身ばく露し、児動物の多世代にわたる脳の発達・

機能への影響について検討した。 

 その結果、発育、行動、学習･記憶及び生殖機

能のいずれに対しても、電波ばく露の影響と考え

られる影響は見られず、この条件下での混合電波

は健康への悪影響はないと結論づけられた。  










